
わが慈悲、わが怒りに優れり（１/２）
評価:  5.0 

説明:  神の慈悲がいかに顕在しているか、そして預言者と彼の教友たちによる慈悲の実践例を見て行きます。
項目: 記事 イスラームの信条 神について

より:  ハラー・サラー(Reading Islam)
掲載日時:  06 Dec 2009
編集日時:  21 Oct 2010

“率先して赦し、敢えて懲らしめない”とは、慈悲という言葉においてよく使われる定義で
すが、イスラームにおける慈悲とは一体何なのでしょうか？

イスラームでは慈悲に深い意味が与えられており、それは全ムスリムの人生において重
要な一側面を形成しています。というのもムスリムは慈悲を示すことにより、神からの報奨
を受けるのです。

あらゆる創造物に授けられている神の慈悲は、私たちが目にする全てのものに見出すこと
が出来ます。生命の維持に必要な光と熱をもたらす大陽や、空気、水などがその良い例です。

聖クルアーンには、一章まるごとが神の非凡なる性質の一つである????????

（慈悲あまねく者）と名付けられている章もあります。また神の属性の内の二つは慈
悲という語彙から派生しています。それらは「慈悲あまねきもの」を意味する????????
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と、「慈愛深きもの」を意味する???????

です。これら二つの属性はクルアーンの中で、「慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名にお
いて」という句として、実に113章に渡って使用されています。この句は聖クルアーンの読み手
に対し、神の無限なる慈悲と大いなる恩恵を常に思い起こさせるのです。

神は、私たちが罪を犯したとしても、悔い改めて同じ間違いをしないと誓うのなら、その
罪は赦されることを約束されています：

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
”??????6?54?

この節は、預言者ムハンマドが証言した神の言葉（ハディース・クドスィー）により強調されています。

“??????????????????”

同様に、親切さと同情心は預言者ムハンマド自身によって強調されています：

“??????????????????????????????????????????????????????????????????”???????????

預言者による慈悲
預言者ムハンマドによる慈悲に関して最も良い例は、神ご自身が彼に関して語った御言葉から見て
取れます。

“????????????????????????????????”??????21?107?

これはイスラームが慈悲を基礎として成り立っていること、そして神が預言者ムハンマド（
彼に神の慈悲と祝福あれ）を遣わしたのは、全ての創造に例外なく注がれる慈悲である
ということを明確にしています。

神はクルアーンにおいてこう述べられています：

“???????????????????????????????????????????????????????????????????????”??????9?1
28?



これらの節々は神の教えの伝道に際し、数々の困難を経験した預言者の礼節、振る舞いにはっきりと表
れていました。また預言者は人々を導くことに関して最も親切であり、人々から危害を蒙った時
にはいつでも彼らの無知と冷酷さの赦しを神に乞い求めていたのです。

預言者の教友たち
神は、教友たちについてこう述べられています：

“??????????????????????????????????????????????????????????”??????48?29?

一部の人々は、預言者であるムハンマドは品行方正であって当然だと見なすかもしれませ
ん。しかしその教友たちは、人生を神と預言者に献身をした普通の人間でした。例えばア
ブー・バクル・アッ＝スィッディークは神ゆえに、彼自身の財産をもって奴隷たちをその粗暴な主人
たちから解放したのです。

ある時、預言者は彼の教友たちに正しい慈悲の概念について説明しました。彼はその時、それ
は自らの家族や友人たちのみに向けられるものではなく、知っている者にも知らない
者にも等しく示される、一般民衆に向けられた慈悲と同情心であると述べています。

“小さな”慈悲
イスラーム以前には心無い伝統として、神々に対する自らの子供の生け贄や、女児の生き埋めの風習など
がありました。子供たちに対するこれらの行為はクルアーンと預言者のスンナによって何度も厳
しく禁じられています。

預言者による子供たちへの慈悲に関しては、こんな話があります。ある時彼が礼拝を先導していた時
、当時まだ幼い子供だった孫のアル＝ハサンとアル＝フサインが彼の背中によじのぼって遊
んでいました。起き上がった際に彼らが怪我することを恐れた預言者は、彼らが下りるま
でサジダ（跪礼）を引き延ばしたのです。他にも預言者は、彼の孫娘であるウマーマを抱き
上げたまま礼拝を行なったりもしていました。



このような預言者の優しさは、彼の子供たちだけでなく、道端で遊ぶ子供たちにも及びまし
た。子供たちは預言者を目にするやいなや彼のもとへと駆け寄り、彼はにっこりと両手を広げ
て彼らを歓迎したものです。

更には礼拝の最中でさえ、預言者の生来の優しさは表れていました。彼はある時、このように
述べました：

“??????????????????????????????????????????????????????????????????????????”??????
?????????

また多くの場面において、預言者は私たちに、いかに子供たちが愛情をもって育てられるべ
きか、そして彼らが体罰されるべきでなく、頬の平手打ちなどの屈辱的な仕打ちも受ける
べきではないことを教えています。ある時一人の男性が、預言者が彼の孫に口づけするのを見
て驚き、こう言いました：
“私には十人の子がありますが、その内の誰一人にも口づけなどしたことはありません
。”預言者はこう答えました：

“???????????????????????”???????????????

頭を撫でること
神は孤児たちに関して述べられています：

“???????????????”??????93?9?

預言者は孤児に対してこの節の通りに振る舞い、こう言っています：

“????????????????????????”???????????????????????????????????

預言者は、孤児が愛されているということを感じることの出来るよう、また両親が彼への愛情を失
ってしまった時でも、まだ彼を愛し世話する人々がいることを知らしめるため、孤児の頭を撫でれ
ば、その髪の毛の一本一本から報奨を受けるのだとして、彼らへの優しさを推奨しました。



また孤児の財産の保護は、神と預言者によって明確にされています。神はこのように述べられてい
ます：

“??????????????????????????????????????????????????”??????4?10?

また預言者のハディースでは、七つある大罪の内の一つとして、孤児の財産をむさぼることこと
が挙げられています。
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